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「新病院開院一周年」

本年もどうぞ宜しくお願いいたします。

相模原協同病院は令和3年1月に新築移転し、今年で開院一周年を迎えました。

無事、一周年を迎えられたのも地域の皆さまや、連携していただいている医療機関

の方々のおかげです。



SAGAMIHARA KYODO HOSPITAL

健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。

平素より大変お世話になっております。地域連携室

一同、心より感謝申し上げます。

地域医療連携室は紹介患者さんの受診受付、共同

利用の予約・受付・CD-ROMなどの配送、返書の管

理、午前外来診療時間外の緊急受診対応、外来担当

表や研修会等お知らせの配布などを行っております。

この度、本誌-tsumugu-を発刊することとなりまし

た。今後一層、各診療科の情報発信や前方連携対応

に力を注いでまいります。

2022年 1/31 [月] 18：00公開

第55回市民健康教育公開講座

JA神奈川県厚生連 相模原協同病院

今回は「オンライン開催」となります。
「相模原協同病院公式チャンネル」

[お知らせ]
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新年明けましておめでとうございます。旧年中は相

模原協同病院に対しまして多くのお力添えをいただき

心より御礼申し上げます。

昨年は元日に相模原協同病院は職業能力開発総合

大学校相模原キャンパス跡地に無事新築移転いたし

ました。移転後の日々は、新型コロナとの闘いの中で

あっという間の一年でしたが、新病院の機能をフル活

用して、なんとか８月の感染爆発を乗り切れたことにた

だただ感謝するばかりです。当時は最大50床弱の新

型コロナ感染病床を有し、ＥＣＭＯを使用するような重

症患者治療を中心に新型コロナに対応いたしました。

振り返ってみまして、改めて対応診療科の先生方、看

護師の方々、医療技術部の方々のチームワークあって

こそのなせる業であったと感じております。新型コロナ

との闘いは今年もまだまだ続く可能性がありますので、

これまで以上に気を引き締めて、皆様方と協力しなが

ら対処していきたいと存じます。

しかし、疾患は新型コロナだけではありません。新病

院とともに立ち上げた脳卒中センターでは、連日脳卒

中症例が搬入されるようになりました。昨年までは、東

京都下の病院等に市内から搬出されていた多くの症

相模原協同病院
院長 井關治和

例が当院に搬入されるようになり、相模原市民の安心

の医療に貢献できましたことは当院といたしましても

喜びに堪えません。循環器センターも脳卒中センター

と同様２４時間３６５日緊急対応の体制で多くの症例

を迎え入れることができました。今年度も引き続き同

様の体制を堅持いたしますので、存分にご利用いただ

ければ幸いと存じます。

今年は、新たに先生方との前方支援・後方支援をス

ムーズに行えますように、地域連携を強化するための

システム構築を計画したいと考えています。また、軽症

から重症までのすべての救急症例を２４時間３６５日

体制で受け入れるべくＥＲ型救急体制を構築すること

を目指したいと考えております。

これからも顔の見える連携を心がける所存でござい

ますので、お気づきの点などはぜひご連絡頂ければと

存じます。相模原市民のためより一層の安心の医療を

目指してまいりますので、今年も引き続きご指導ご鞭

撻を賜りますように謹んでお願い申し上げます。

末筆ではございますが、先生方のご健勝とご多幸を

祈念いたしまして新年のご挨拶とさせていただきます。

２０２２年１月４日

地域医療連携室長 福本リツ

日々対応のなか行き届かないことも多々あるかと存

じますが、地域医療に貢献できるよう努力してまいり

ますので、これからもご指導 ご鞭撻のほど宜しくお

願い申し上げます。

本年も皆さまが御健勝で御多幸でありますよう、お

祈り申し上げます。

2022年1月4日
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旧年中は大変お世話になりました。
本年もよろしくお願いいたします。

地域連携を一層強化
ホップ！ステップ！ジャンプ！


